
令和５年度 国立若狭湾青少年自然の家 教育事業 

 「地域探究プログラム オリエンテーション合宿」（Ｒ５.８.２（水）～８.４（金）） 
 

◆ 目的 

・探究の過程において課題に関わる概念を形成   

し、探究の意義や価値を理解する。 

・２泊３日で「課題設定」「情報収集」「整理分  

析」「まとめ・表現」の探究のプロセスを学ぶ。 

・職員は、高校生が「探究」を学び新たな社会の  

担い手として自身の可能性を伸ばすことを支援  

する。・自己の在り方や生き方を考えながら学 

ぶことができるよう、自然の家の特色を活かし 

たプログラムを提供する。 

 

 

◆ 参加実績 

高校１年生・２年生（８名） 

１年生 ５名（男子３名 女子２名） 

２年生 ３名（男子１名 女子２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 日程 

８月２日（水） ８月３日（木） ８月４日（金） 

ガイダンス 講義・演習②「課題解決の基礎」 講義・演習④「行動計画の基礎」 

「地域づくり実践」 

㈱マツ勘 松本 啓典 氏 

講義 

FW②「地域の課題の研究」 

情報取集 

㈱マツ勘・阿納民宿組合 

発表② 

まとめ・表現 

「行動計画」 

FW①「地域の魅力を発見」 

・マツ勘木地工場 

・フナイワークス 

・阿納民宿組合 

演習③「地域課題の探究」 

整理・分析 
実践活動のためのガイダンス 

講義・演習①「地域理解」 

課題設定 

発表① 

まとめ・表現 

フィールドワーク先の課題解決

に向けて 

 

 

令和５年度 修了者 

アイスブレイク ハシツミー（GOSHOEN） 鯛釣り・さばき体験 

（阿納） 

木地工場見学（マツ勘） 

（阿納） 



◆成果 

・ ガイダンスでこの合宿の最終目標を参加者に示すことで、見通し

をもって主体的に取り組む姿勢が見られた。 

・ 事業に参加するにあたり、事前課題として、参加者自身の地域で

の課題や興味のあることを考えてくるようにした結果、スムーズ

に行動計画を立てて発表することができ、事業後に自分の地域で

探究活動に取り組む際の見通しをもたせることができた。 

・ スムーズに「行動計画」を立てることができた結果、フィールド

ワークでの「まとめ・表現」に時間を多くとることができ、２日

目の夜の発表と比較して、より深まりのある発表を最終日にする

ことができた。 

・ フィールドワークに２回行き、１日目で立てた課題を解決するた

めにインタビュー等の情報収集をするという意図を参加者が理解

し、取り組むことで「課題設定」「情報収集」「整理分析」「まとめ・

表現」の探究のサイクルを回すことができ、探究のプロセスを学

ぶというねらいに迫ることができた。 

 

 

 

◆参加者の声 

・ オリエンテーション合宿に参加して、探究のプロセスがわかりま

した。これは社会に出ても大切だということがわかりました。自

分一人では解決できないことがたくさんあったけど、協力してく

れる人がいたおかげで一緒に考えることができました。 

・ 自分が思っていることを口に出して言うことは簡単だけど、それ

を実行して地域の人たちに理解してもらうことはとても難しいこ

とだと感じた。 

・ 仲間と協力して活動することの大変さ、そこから感じられる充実

感を感じることができた。これから探究活動を行っていくにあた

り、難しく考えすぎずに楽しむことが１番大切だということが学

べた。 

・ オリエンテーション合宿を通して、たくさんのことを学べました。

社会に出てからも必要なことがたくさんあることも知れました。

これからは人との関わり、つながりを大切にして学んだことをこ

れからの探究に生かせるようにしたいです。 

・ みんなで同じ課題に対して探究し、難しいこともたくさんあった

けど楽しかったです。 

・ 見て学ぶだけで終わらず、自分で考え交流する時間が多かったか

ら、こんなに体で覚えているのだと思います。 

 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

・ 若狭地域にある企業・組合の地域づくり実践者から、地域とのつながりや、工夫していること、今抱えて

いる課題といった具体的な話を聞くことで、参加者が意欲をもって取り組めた。 

・ ファシリテーター（職員）が、講義・演習をどのような主旨で進めるのか、事前に共通理解を図ることで、

全体で目指す方向性が明確になり、自信をもってファシリテートすることができた。また、職員同士で確

認しながら事業を実施したので、若手職員も自信をもって参加者に声をかけ、探究を進めるにあたり必要

な情報提供、話し合いの軌道修正をすることができた。 

・ 「探究のプロセスを学ぶ」という最終目標を何度も、伝えることで

悩んでいた参加者も主体的に取り組むことができた。 

・ グループワークを取り入れることで、交流が活発になり参加者の

新たな視点をもつことができた。  

・ 発表はタブレットで資料を作り、ホワイトボードやスクリーンを

活用し、非常に見やすく、わかりやすい発表になった。 

・ 事前課題のフォーマットを作り、参加者に持参してもらうと、行動

計画の立案がさらにスムーズにできたように感じた。 

職員とのプレゼン相談 

（阿納） 

講師への質問 

（阿納） 

グループ発表① 

（阿納） 

グループ発表② 

（阿納） 

個人発表 

（阿納） 


